
ヴァイサラ viewLinc Enterprise Server ソフトウェアは、Modbus TCP および RTU デバイスからの計測データの取
得をサポートします。このテクニカルノートでは、Modbus デバイスが viewLinc と通信できるようにする方法について
説明しています。Modbus デバイスを viewLinc に追加するには、2 つの手順を踏む必要があります。最初に、viewLinc 
とデバイス間の通信を確立します。次に、viewLinc でデバイスを定義します。

viewLinc 5.1 への Modbus デバイスの接続
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テクニカルノート

RTU Modbus デバイスの接続
Modbus デバイスを Digi Portserver に接続するには、適切なコネクタが付いたケーブルが必要になります。Digi 
Portserver TS では、以下のピン配列をした RJ45 コネクタが使用されます（出典：PortServer® TS 製品シリーズク
イックスタートガイド）。Modbus デバイス側のピン配列は、そのデバイスで利用可能なコネクタによって異なります。仕
様については、メーカーの取扱説明書を参照してください。Modbus RTU デバイスでは、必要なモデルおよびアダプタ
ーによって、異なる設定または接続が必要になる場合があります。次の手順に進む前に、デバイスが適切に接続されてお
り、通信していることを必ず確認してください。

通信の確立

デバイスが Modbus TCP または 
Modbus RTU によって、接続プロ
セスが異なります。

Modbus TCP

Modbus TCP デバイスは、イー
サネットを使用して通信を行いま
す。Modbus デバイスの電源をオ
ンにして、viewLinc サーバーと同
じネットワークに接続します。2 ペ
ージにある手順に従って、viewLinc 
でデバイスを定義します。

Modbus RTU

Modbus RTU デバイスは、シリア
ル通信（通常、RS-485）を使用し
て通信を行います。Modbus RTU 
デバイスと viewLinc サーバー間の
通信を確立するには、イーサネッ
ト - シリアル変換アダプターデバイ
スを使用して、Modbus デバイスを
ネットワークに接続する必要があり
ます。ヴァイサラでは、この目的の
ために Digi Portserver TS デバイ
スを使用することをお勧めします。

Review serial pinouts
Pin positions for connecting serial devices

Pin # on 10-wire
connector

Pin # on 8 wire
connector

EIA-232 MEI versions only

EIA-422/485 Full-
Duplex

EIA-485
Half-Duplex

1 RI TxD- N/A

2 1 DSR* RxD- DATA-

3 2 RTS RTS+ N/A

4 3 CGND CGND CGND

5 4 TxD TxD+ N/A

6 5 RxD RxD+ DATA+

7 6 SGND SGND SGND

8 7 CTS CTS+ N/A

9 8 DTR RTS- N/A

10 DCD* CTS- N/A

*Use the Altpin setting to swap these two signals.

Note The CTS and RTS control signals are available as separate di�erential signals in the EIA-
422/EIA-485 4-wire mode. Do not use these di�erential signals in 2-wire mode. The CTS and
RTS di�erential signals are not terminated or biased internally. Any termination or biasing
must be done externally.

Serial port pin assignmentsReview serial pinouts
Pin positions for connecting serial devices

Pin # on 10-wire
connector

Pin # on 8 wire
connector

EIA-232 MEI versions only

EIA-422/485 Full-
Duplex

EIA-485
Half-Duplex

1 RI TxD- N/A

2 1 DSR* RxD- DATA-

3 2 RTS RTS+ N/A

4 3 CGND CGND CGND

5 4 TxD TxD+ N/A

6 5 RxD RxD+ DATA+

7 6 SGND SGND SGND

8 7 CTS CTS+ N/A

9 8 DTR RTS- N/A

10 DCD* CTS- N/A

*Use the Altpin setting to swap these two signals.

Note The CTS and RTS control signals are available as separate di�erential signals in the EIA-
422/EIA-485 4-wire mode. Do not use these di�erential signals in 2-wire mode. The CTS and
RTS di�erential signals are not terminated or biased internally. Any termination or biasing
must be done externally.

Serial port pin assignments

シリアルピン配列の確認
シリアルデバイスを接続する場合のピン位置

PortServer TS 製品では、次の位置に
ピン 1 が配置された RJ-45 10 線式ジ
ャック（メス）が使用されています。

10 線式コネクタのピン 1 に
ついては、こちらを参照して
ください。

8 線式コネクタの場合、10 線式ジ
ャックの中央の 8 個のピンにピン
を接続します。

ピン 1

挿入側

挿入側

上面図

上面図

シリアルポートのピン割り当て

10 線式コネクタ
のピン番号

8 線式コネクタ
のピン番号

EIA-232 MEI バージョンのみ
EIA-422/485  
全二重

EIA-485  
半二重

1 RI TxD- 該当なし

2 1 DSR* RxD- DATA-

3 2 RTS RTS+ 該当なし
4 3 CGND CGND CGND

5 4 TxD TxD+ 該当なし
6 5 RxD RxD+ DATA+

7 6 SGND SGND SGND

8 7 CTS CTS+ 該当なし
9 8 DTR RTS- 該当なし

10 DCD* CTS- 該当なし

*これらの 2 つの信号を切り替えるには、Alt ピン設定を使用してください。
注 EIA-422/EIA-485 4 線モードでは、CTS および RTS 制御信号を別個の差分信号とし
て利用することができます。これらの差分信号を 2 線モードで使用しないでくださ
い。CTS および RTS 差分信号は、内部で端末処理またはバイアス処理されていませ
ん。端末処理またはバイアス処理は、外部で行う必要があります。



詳細は以下よりお問い合せください。
www.vaisala.com/ja/contactus

www.vaisala.com

Ref. B211873JA-A ©Vaisala 2020
本文書は著作権保護の対象となっており、すべての著作権はヴァイサラ
と関連会社によって保有されています。無断複写・転載を禁じます。本
文書に掲載されている全てのロゴおよび製品名は、ヴァイサラまたは関
連会社の商標です。私的使用その他法律によって明示的に認められる範
囲を超えて、これらの情報を使用（複製、送信、頒布、保管等を含む）
をすることは、事前に当社の文書による許諾がないかぎり、禁止します。
技術的仕様を含め、全ての仕様は予告なく変更されることがあります。

システムの管理権限を持つユーザーとして viewLinc にログインします。他社の Modbus デバイスを接続する場合
は、Modbus デバイスのライセンスを有効にしていることを確認してください。ヴァイサラ Modbus デバイスの場合
は、ライセンスを有効にする必要はありません。

[サイトマネージャー] に移動し、[ホストとデバイス] を選択します。

[ホストとデバイス] ツリーで、viewLinc デバイスホストサーバーを選択し、[構成] >> [デバイスの追加] >> [ヴァ
イサラ Modbus デバイス] または [他社の Modbus デバイス] を選択します。

[Modbus デバイスの追加] ウィンドウに、デバイスの説明（< または > は使用しない）およびモデル（ダッシュ -- 
は使用しない）を入力し、一意のシリアル番号（英数字のみ）を追加します。

通信の種類（[ Modbus TCP] または [ Modbus RTU シリアル]）を選択します。通信設定（IP アドレス、ポート番号、
およびユニット ID）を入力します。これらは、Modbus TCP デバイスごとに一意の組み合わせである必要があります。

Modbus デバイスから viewLinc に追加する各チャネルについて、viewLinc チャネルの詳細を入力します。チャ
ネル保存アイコンを使用し、チャネル設定をコミットして、このデバイスに対して追加のチャネルを有効にします。各
チャネルの通信をテストし、正しく構成されていることを確認する必要があります。

[追加] をクリックし、この Modbus デバイスをシステムに保存するか、[テンプレートとして保存] をクリックし、将
来同じような Modbus デバイスを追加するときにすぐに追加できるようにします。
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viewLinc での Modbus デバイスの定義
viewLinc での TCP または RTU の構成プロセスは似ています。viewLinc の [Modbus デバイスの追加] 機能を使用して、各種パ
ラメーター（デバイスモデル、シリアル番号、校正情報など）を定義します。次に、計測データが含まれた Modbus レジスターを追加
します。Modbus デバイスを viewLinc に追加するには、以下の手順を実行します。

Modbus デバイスの追加の詳細については、『viewLinc ユーザーガイド』を参照してください。viewLinc ソフトウェア
に収録されている、デバイスの追加に関する viewLinc のツアーをご覧ください。ツアーでは、これらの設定手順を画面
上のメッセージに従って行うことができます。


